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（１） 事業所名及び代表者名

株式会社ＩＨＩトレーディング

代表取締役社長　林　琢身

（２） 所在地

東京都千代田区神田駿田台二丁目９番

電 話 ： ０３－６２７５－０５２０

Ｆ Ａ Ｘ ： ０３－６２７５－０５３７

（３） 環境管理責任者及び担当者

管理責任者　：　佐藤　誠司

連絡先 電 話 ： ０３－６２７５－０５２０

Ｆ Ａ Ｘ ： ０３－６２７５－０５３７

Ｅ－メール　：　sato8407@ihi-g.com

環境事務局　：　三隅　由貴子

（４） 事業内容

機械器具等の卸・小売業

（５） 事業規模

設立 昭和２２年８月

資本金 ２億円

年商 119億 円 （2022年度）

従業員 72 名

（６） 事業所

関西支店

電 話 ： ０６－７７３０－９８４０

Ｆ Ａ Ｘ ： ０６－７７３０－９８４１

名古屋オフィス

電 話 ： ０５２－５６５－８１６６

Ｆ Ａ Ｘ ： ０５２－５６５－７７０９

１．組織の概要

１

名古屋市中村区名駅南一丁目２４番２０号　　名古屋三井ビル
ディング新館

大阪市北区中之島三丁目２－４　　  中之島フェスティバルタ
ワー・ウエスト



（６） 事業所　続き

浜松オフィス

浜松市中区板屋町１１１番２号　　浜松アクトタワー

電 話 ： ０５３－４５７－５６１５

Ｆ Ａ Ｘ ： ０５３－４５７－５６１３

豊田オフィス

豊田市山之手四丁目４６番地　　三井住友海上豊田ビル

電 話 ： ０５６５－２９－２３３１

Ｆ Ａ Ｘ ： ０５６５－２９－７２７９

２



（１） 登録の範囲

機械器具等の卸小売業、機械器具設置業

（２） レポートの対象期間

２０２２年４月１日より２０２３年３月３１日まで

（３） 発行日

２０２３年  6月３０日

３

２．対象範囲



３．環境経営基本方針

４



１ 　電力使用量の把握 2018年度(コロナ禍以前）の 2018年度(コロナ禍以前）の 本社

実績値を基準として使用量の 実績値を基準として使用量の

10％削減 10％削減

2018年度実績値　66，881kWh 60,000　kwh　以下 60,000　kwh　以下

　ガソリン使用量の把握 2018年度(コロナ禍以前）の 2018年度(コロナ禍以前）の 本社

実績値を基準として使用量の 実績値を基準として使用量の 浜松

20％削減 20％削減 豊田

2018年度実績値　3，786㍑ 3,000　㍑以下 3,000　㍑　以下 名古屋

（電力のCO2排出量の積算値は、 2018年度(コロナ禍以前）の 2018年度(コロナ禍以前）の

2018年東京電力の調整後排出係数実績値を基準として使用量の 実績値を基準として使用量の

0.455㎏/kWhを使用） 10％削減 10％削減

2018年度実績値　42㎏-co2 34㎏-co2　以下 34㎏-co2　以下

２ 　一般廃棄物最終処分量の把握 　2021年度の実績値を基準 　2021年度の実績値を基準 本社

　として処分量の維持管理 　として処分量の維持管理

2021年度実績値　1,743㎏ 1743kg　以下 1743 kg　以下

３ 　コピー用紙使用量の削減 　2021年度の実績値を基準 　2021年度の実績値を基準 全社

　としてコピー用紙使用量の 　としてコピー用紙使用量の

5％削減 2％削減

2021年度実績値　207,800枚 197,400 枚　以下 203,600 枚　以下

４ 　当社取扱製品・技術の提供による 2024年度までに当社の環境 　2022年度中に1製品認定 全社

　環境負荷低減 負荷低減製品(=エコ製品)の

取扱いを5製品認定する。

５ 　地域活動への積極的な参加 　地域活動への積極的な 　地域活動へ参加し 全社

　参加 　記録を残す

６ 　社内におけるエコ意識の向上 　環境保全を念頭に、 意識的なグリーン商品購入 全社

　エコ意識の向上を図る。 廃棄物の分別啓蒙

7 　社内美化 ３Ｓを目指す 整理・整頓を心がける 全社

8 　化学物質と水の使用量のデータ 全社化学物質の取り扱いはない

水の使用量は，上下水とも他社と共有のため，

個別での算出は不可能。

５

４．環境経営目標

No. 項　　目 活動部門

二
酸
化
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素
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量
維
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管
理

2022年度目標2024年度目標



１ 　電力使用量の把握 本社 ①電力使用量及び金額のデータ把握(本社) 毎月

②昼食時及び不使用場所(会議室等）の消灯実施

③室内温度を冷房28℃、暖房温度20℃に設定

　ガソリン使用量の把握 ①ガソリン使用量及び金額のデータ把握 毎月

　　（本社・浜松･豊田・名古屋)

浜松 ②アイドリングストップの徹底

豊田 ③エコドライブ講習への参加　（関西支店）

名古屋 ④レンタカー及業務用車：エコカーを第一選択とする

本社 ※電力・ガソリンの使用量の把握により実現 毎月

２ 　一般廃棄物最終処分量の把握 本社 ①廃棄量のデータ把握（本社） 毎月

３ 　コピー用紙使用量の削減 全社 ①使用量のデータ把握(本社･関西・浜松・豊田) 毎月

②ペーパーレス・両面コピーの推進

③ミスコピー用紙の再利用

４ 　当社取扱製品・技術の提供に 全社 ①当社取扱製品として、エコ製品を新たに1製品 年度末

　よる環境負荷低減 　　認定する。

５ 　地域活動への積極的な参加 全社 ①地域の環境保全活動・勉強会への参加 随時

②地域の防災活動・講習会への参加 〃

６ 　社内におけるエコ意識の向上 全社 ①使用済み切手の収集 随時

②年末の余ったカレンダーの有効利用 年末

③マイカップ・マイボトルの利用を推奨し、

    紙コップ使用量を削減する

④IHIや自治体等主催のエコ活動への参加 随時

7 　社内美化 全社 ①安全衛生委員会と連携し、社内の整理整頓を 通年

　心がける。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
　
維
持
管
理

本社

６

５．環境経営活動計画

No. 目　　標 活動部門 活動計画
データ
把握



環境経営活動推進組織

本社

１.代表者による経営における課題とチャンスの明確化

２.環境経営方針の策定

３.実施体制の構築

４.代表者による全体の評価と見直し・指示

（51名）

１．環境経営システムを確立し、実施・維持管理

２．活動の進捗状況の把握と、社長への報告

３.環境関連法規の評価の実施

４．環境に関連した苦情の窓口

１．進捗状況の分析（データ管理、文書の作成）

２．環境への負荷の自己チェックの実施

３．環境への取り組みの自己チェックの実施

山内　勇人（第一営業部　部長） 名古屋オフィス（２名）

エコドライブ、車燃料管理者 小池　和元（課長）

オフィス環境管理者（コピー紙、グリーン調達）

平岡　淳（管理部　部長代理） 電力、水道量、廃棄物削減管理者

オフィス環境管理者（コピー紙、グリーン調達） 環境に関連した苦情の窓口

戸川　真紀子（管理部　参事　）

電力、廃棄物削減管理者

浜松オフィス（2名）

小池　敦子（主査）

関西支店（13名） エコドライブ、車燃料管理者

山川　謙治　（取締役兼関西支店長） オフィス環境管理者（コピー紙、グリーン調達）

オフィス環境管理者（コピー紙、グリーン調達） 電力、水道量、廃棄物削減管理者

環境に関連した苦情の窓口 環境に関連した苦情の窓口

諸川　由美子（参事）

電力、水道量、廃棄物削減管理者 豊田オフィス（2名）

田崎　千晴（主任）

エコドライブ、車燃料管理者

オフィス環境管理者（コピー紙、グリーン調達）

電力、水道量、廃棄物削減管理者

環境に関連した苦情の窓口

環境管理責任者　：　佐藤　誠司　（管理部 部長）

活動事務局　：　三隅　由貴子　（管理部　課長代理　）

７

最高責任者　：　岩田　健嗣　（代表取締役社長）

６．環境経営目標の実績



１ 　電力使用量の把握 ①電力使用量66,881kwh⇒42,698kwh 36％削減　〇

②昼食時及び不使用場所(会議室等）の消灯実施した 維持管理　〇

③室内温度を冷房28℃、暖房温度20℃に設定した 維持管理　〇

　ガソリン使用量の把握 ①ガソリン使用量3,786㍑⇒2,484㍑ 34％削減　〇

②アイドリングストップの徹底した 維持管理　〇

③エコドライブ講習へ参加できなかった（関西支店） ×

④レンタカー及業務用車：エコカーを第一選択した 〇

(電力のCO2排出量の積算値は、

2018年東京電力の調整後排出

係数　0.455㎏/kWhを使用） ※CO2排出量 42㎏-co2⇒25㎏-co2 40％削減　〇

（単位：㎏-co2） 維持管理　〇

２ 　一般廃棄物最終処分量の把握 ①一般廃棄物最終処分量 1,743㎏⇒1,778㎏ 2％増加　×

（単位：kｇ） 維持管理　〇

３ 　コピー用紙使用量の削減 ①コピー用紙使用量 207,800枚⇒223,466枚 7％増加　×

（単位：枚数） ②ペーパーレス・両面コピーを推進した 維持管理　〇

③ミスコピー用紙の再利用した 維持管理　〇

４ 　当社取扱製品・技術の提供に ①当社取扱製品として、エコ製品を検討したが ×

　よる環境負荷低減    新たに認定した製品はなかった

５ 　地域活動への積極的な参加 ①地域の環境保全活動・勉強会へ参加できなかった ×

②地域の防災活動・講習会への参加した 〇

６ 　社内におけるエコ意識の向上 ①使用済み切手の収集を実施できなかった ×

②年末の余ったカレンダーの有効利用した 〇

③マイカップ・マイボトルの利用を推奨し、 〇

    紙コップ使用量を削減した

④エコ活動へ参加できなかった ×

7 　社内美化 ①安全衛生委員会と連携し、社内の整理整頓の 〇

　呼びかけ等を実施した

　
　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
　
維
持
管
理
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６．環境経営目標の実績

No. 目　　標 実　　　　　績 結　　果



本年度(２０２２年４月から２０２３年３月)までの評価

今年度は、ウィズコロナを想定して設定した新たな中期目標１年目の取り組みの年でした。

コロナ禍でも取り組むことができる環境負荷の現状維持と循環型社会に貢献する商品販売

の拡大、地域活動等への参加を中心に活動を行いました。

具体的な結果としましては、

①　節電については、昼食時の消灯や室内温度の管理など良好な状態を維持している。

　　本社移転により執務エリアが縮小したとこによりさらに節電効果が高まった。

②  エコドライブ講習については、コロナ禍が継続していたこともあり、参加を見合わせた。

③　ゴミ分別・再資源化推進の徹底や、節水の活動への意識は定着している。

　　電子承認などを行うことにより、コピー用紙使用量は良好な状態を維持している。

　　一般ごみの微増については、本社移転に伴い不要書類を廃棄したことによるものである。

④  循環型社会に貢献する商品として、電動フォークリフトのバッテリー再生や、潤滑油の

     ろ過などの取り扱いを開始した。

⑤  地域活動等への参加については、地域の防災活動・講習会等への参加はできたが、

　　その他に計画していた活動は、コロナ禍が継続していたこともあり参加を見合わせた。

環境管理責任者

佐藤　誠司

9

７-1．環境活動計画の取組結果に対する評価　



１ 　電力使用量の把握 2018年度(コロナ禍以前）の 2018年度(コロナ禍以前）の 本社

実績値を基準として使用量の 実績値を基準として使用量の

10％削減 10％削減

2018年度実績値　66，881kWh 60,000　kwh　以下 60,000　kwh　以下

　ガソリン使用量の把握 2018年度(コロナ禍以前）の 2018年度(コロナ禍以前）の 本社

実績値を基準として使用量の 実績値を基準として使用量の 浜松

20％削減 20％削減 豊田

2018年度実績値　3，786㍑ 3,000　㍑以下 3,000　㍑　以下 名古屋

（電力のCO2排出量の積算値は、 2018年度(コロナ禍以前）の 2018年度(コロナ禍以前）の

2018年東京電力の調整後排出係数実績値を基準として使用量の 実績値を基準として使用量の

0.455㎏/kWhを使用） 10％削減 10％削減

2018年度実績値　42㎏-co2 34㎏-co2　以下 34㎏-co2　以下

２ 　一般廃棄物最終処分量の把握 　2021年度の実績値を基準 　2021年度の実績値を基準 本社

　として処分量の維持管理 　として処分量の維持管理

2021年度実績値　1,743㎏ 1743kg　以下 1743kg　以下

３ 　コピー用紙使用量の削減 　2021年度の実績値を基準 　2021年度の実績値を基準 全社

　としてコピー用紙使用量の 　としてコピー用紙使用量の

5％削減 3％削減

2021年度実績値　207,800枚 197,400 枚　以下 201,500 枚　以下

４ 　当社取扱製品・技術の提供による 2024年度までに当社の環境 　2023年度中に2製品認定 全社

　環境負荷低減 負荷低減製品(=エコ製品)の

取扱いを5製品認定する。

５ 　地域活動への積極的な参加 　地域活動への積極的な 　地域活動へ参加し 全社

　参加 　記録を残す

６ 　社内におけるエコ意識の向上 　環境保全を念頭に、 意識的なグリーン商品購入 全社

　エコ意識の向上を図る。 廃棄物の分別啓蒙

7 　社内美化 ３Ｓを目指す 整理・整頓を心がける 全社

8 　化学物質と水の使用量のデータ 全社

10

7-2．次年度環境経営目標

No. 項　　目 活動部門

二
酸
化
炭
素
排
出
量
維
持
管
理

化学物質の取り扱いはない

水の使用量は，上下水とも他社と共有のため，

個別での算出は不可能。

2023年度目標2024年度目標



１ 　電力使用量の把握 本社 ①電力使用量及び金額のデータ把握(本社) 毎月

②昼食時及び不使用場所(会議室等）の消灯実施

③室内温度を冷房28℃、暖房温度20℃に設定

　ガソリン使用量の把握 ①ガソリン使用量及び金額のデータ把握 毎月

　　（本社・浜松･豊田・名古屋)

浜松 ②アイドリングストップの徹底

豊田 ③エコドライブ講習への参加

名古屋 ④レンタカー利用：エコカーを第一選択とする

⑤業務用車：省エネ車への乗替え検討

本社 ※電力・ガソリンの使用量の把握により実現 毎月

２ 　一般廃棄物最終処分量の把握 本社 ①廃棄量のデータ把握（本社） 毎月

３ 　コピー用紙使用量の削減 全社 ①使用量のデータ把握(本社･関西・浜松) 毎月

②ペーパーレス・両面コピーの推進

③ミスコピー用紙の再利用

４ 　当社取扱製品・技術の提供に 全社 ①当社取扱製品として、エコ製品を新たに2製品 年度末

　よる環境負荷低減 　　認定する。

５ 　地域活動への積極的な参加 全社 ①地域の環境保全活動・勉強会への参加 随時

②地域の防災活動・講習会への参加 〃

６ 　社内におけるエコ意識の向上 本社 ①ちよだエコオフィス町内会による古紙リサイクル 随時

②年末の余ったカレンダーの有効利用 年末

③マイカップ・マイボトルの利用を推奨し、

    紙コップ使用量を削減する

④IHIや自治体等主催のエコ活動への参加 随時

7 　社内美化 全社 ①安全衛生委員会と連携し、社内の整理整頓を 通年

　心がける。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
　
維
持
管
理
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No. 目　　標 活動部門 活動計画
データ
把握



８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに

違反、訴訟等の有無

① 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 遵守

② 都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 遵守

③ 資源の有効な利用の促進に関する法律 遵守

④ 消防法 対応済み

　法規制違反の指摘および訴訟の請求は過去５年以上ありません。

また、地域住民等からの苦情も過去５年以上ありません。

　「評価の結果」として、環境関連法規制はすべて遵守できているが、

温暖化防止・安全衛生に関しては、ビル管理会社と情報交換を行い

ながら、法令遵守を維持していきます。
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　エコアクション２１の活動は、環境負荷低減・廃棄物削減から、ＳＤＧｓの観点を意識する

ことや循環型社会に貢献する商品の取り扱いにも内容を広げて今年度も推進してきた。

　その中で、電動フォークリフトのバッテリー再生や、潤滑油のろ過　などの新規事業、

新規商材への取り組みを開始し、業績も出来つつある。

　新型コロナウイルス肺炎の感染は、2023年3月時点では終息に至らず、

継続して参加してきたイベント等が引き続き中止となった。

感染症に対する行動制限は徐々に緩和の方向となる期待もあるので　社会の

情勢に応じて活動を活性化させていきたい。

また、新規事業、新商材への取り組みは継続、拡大を図りたい。

環境経営方針 変更なし

環境経営目標及び環境経営計画 変更なし

実施体制 変更なし

2023年３月31日

代表取締役社長

９．代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示
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岩田　健嗣


